
 

 

 

毎年、新年を迎えて考えること。それは、こどもたち一人一人の学力の向上についてです。 
校長として、毎年、この時期に考えるのがこどもたちの学力向上です。学校では、授業改善をキー

ワードに子どもたちの主体的な学びを育てる授業づくりに取り組んでいます。しかしながら、先生方

の日々の努力だけでは、学力アップに直結するものではないことはどの学校も同じなのです。やは

り、学校の学びだけでなく、家庭でも主体的に学びへ向かうことが、将来的にも大切になってくると

考えます。それで、家庭学習に関する資料を冬休みの間に探していたのです。下に掲載しているのは、

新潟県教育委員会が出している資料です。 

まず、家庭学習においては「家庭学習の開始時刻を決める、学習場所を固定する、学

習量（時間やページ数など）を決めるなど、家庭学習のルールを決めることが重要です。」

とあります。その他、ほめ方、励まし方、学習環境の在り方についても書いてあります

ので参考にしてください。（裏面に続きます） 資料：新潟県教育委員会HPより（QRコード参照） 
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また、携帯電話やスマートフォンの使い方、睡眠の大切さ、家庭での望ましい環境づくりについ

ても言及してありますので参考にされてください。ただ、あくまで概論的なことが書いてあります

ので、具体的にどうしたらよいかというお悩みがありましたら、担任もしくは校長、教頭までお尋

ねください。私たちが一緒に考えていきますので、連携をしていきましょう。（校長）  

 

校長先生の虫眼鏡 「自主学習ノートの事例について」 

現在、いろいろな県市町村で教育委員会が様々な事例を紹介しています。参考にされてください。左下は熊本県教

育委員会の事例、右下は、埼玉県深谷市教育委員会の事例です。 

   

家庭学習の充実に向けて - 熊本県ホームページ (pref.kumamoto.jp)  

  

家庭学習応援サイト - 深谷市教育委員会 (education.fukaya.saitama.jp)  

https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/200607.html
https://www.education.fukaya.saitama.jp/?page_id=335

